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論 文内容 の 要旨

本論文は1酵母ZygosαcchαromycesrOUXH由来のpSR1プラスミドを解析することにより，ぬcch田 O

myces ceremstae以外の酵母における宿主 ・ベクター系の構築に必要な知見を得ることを目的として行っ

た研究をまとめたもので，まえがきと本文5章からなっている。

まえがきでは，本研究の目的と研究内容の概略について述べている。

本文第l章は緒論であり ，S. ce月 VlSLαeの2μmDNAおよびその他の酵母種の持つプラス ミドにつ

いてのこれまでの知見をまとめており，本論文の主課題であるpSR1プラスミドについて， 6，251塩基対

からなる全塩基配JIJ.片方が959塩基対からなる l対の逆向反復配列と 3つのタンパク質コード昔sP，R 

およびSからなる分子構造について述べている。

第2章では1 タンパク質コード部を始めとする pS R 1分子中の機能部位の解析を目的として行った，

リンカー挿入による突然変異誘発について述べている。さらに，得られた突然変異プラスミドの若干の

性質について調べ，タンパクコード部のひとつであるRは，逆向反復塩基配列部において行われる分子

内組換に必要なタンパク質をコー ドすることを示している。

第3章では，リンカー挿入法を用いて得られた突然変異の，プラスミド表現型に及ぼす効果を， 8. ce 

reuιsiaeとZ.rouxiiを宿主として調べ，以下の結果を得ている。 3偲のタンパク質コード部のうち，P

とSはプラスミドの宿主内安定性に対しトランスに効果を示し，Pよりの活性実体はタンパク質であり，

Sはタンパク質とRNAの生産を介して機能すると考察している。また， 8タンパクは本来の宿主であ

るZ.rouxii細胞内で，宿主細胞に由来する因子と相互に作用し合うと考えている。さらに J プラスミド

の細胞内安定性にシスに働く部位のあることを明らかにしている。

-385ー



第4章では，プラスミドの安定性にシスに働く領域Zを，制限酵素およびBαβ1ヌクレアーゼ消化に

より，P領域上流の383塩基対に限定している O また，この領域を破壊したpSR1プラスミドは，Z. ro-

uxuのpSR1を保持する宿主内でも不安定であり，この場所がシスに安定性に関与していることを確認

しているO さらに，この領域を破壊した変異にS変異を組み合わせた 2重変異プラスミドの安定性は，Z

変異だけのプラスミドと変わらないことから SタンパクはZ領域に働きかけていると説明している O

第5章では，上記の研究結果をまとめ，ベクター構築における成果の応用について考察している O

論文の審査結果の要旨

醸造および醗酵工業では，Sacchαromyces cerevisiae種の酵母の他に，多くの酵母種が用いられてい

るが，育種はもとより遺伝学の研究は，S. cerevisiaeなどの数種に限られている O しかし，遺伝子工学

技術の導入により，これらの酵母種についても育種の道が開けるものと考えられるO 本論文は，味噌や

醤油の熟成に働く好塩性酵母であるZygosacchαromycesrouxuで、発見されたプラスミドpSR1につい

て，ベクターとしての応用を目標に，その構造と機能領域および宿主に対する種特異性を研究したもの

で，その成果は次のように要約できる O

(1) pSR 1プラスミドの塩基配列から，一対の大きな逆向反復塩基配列と 3個のタンパクコード部が認

められ，S. cereULSLaeの持つ2μmDNAとの塩基配列に相同性は認められないが，構造的には互い

によく似たDNA分子であることを示している O

(2) pSR 1および2μmDNAそれぞれの持つ 3種のタンパクコード部が互いに同様な機能を持つこ

とを示しているO すなわち， 2種はプラスミド分子の宿主内安定性を支配し，他の 1種は，それぞれ

のプラスミドが分子内に持つ一対の逆向反復塩基配列部で行う組換えに必要であるO しかし，プラス

ミド相互の閣での機能の相補性は認められず，これら 3種のコード域に由来する産物の特異性が互い

に異なることを明らかにしている。

(3) プラスミド分子中に，安定性にシスに働く領域を見いだし，この部位を383塩基対に限定すると共

に，安定性に必要なタンパクコード域の一つが作るタンパク質あるいはRNAがこの部位に働くこと

を示している O

以上の研究成果は，遺伝子工学におけるベクター構築の素材となるプラスミドの構造と機能について

重要な知見を与えるものである O よって，本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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